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認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障

が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
な

ど
で
、
判
断
の
能
力
が
不
十

分
な
方
に
対
す
る
援
助
方
法

は
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
」
と
「
成
年
後
見
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
制
度
を
ど
の

よ
う
に
利
用
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
？

 

２
つ
の
制
度
の
相
違
点 

　

２
つ
の
制
度
は
、
よ
く
似

て
い
ま
す
が
、「
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
」
は
、
本
人
と

の
契
約
に
基
づ
い
て
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日

常
的
な
金
銭
等
の
管
理
に
限

定
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
家
庭

裁
判
所
の
審
判
に
基
づ
き
、

財
産
管
理
や
福
祉
施
設
の
入

退
所
な
ど
生
活
全
般
の
支
援

（
身
上
監
護
）
に
関
す
る
契
約

等
の
法
律
行
為
を
援
助
す
る

こ
と
が
で
き

ま
す
。
ケ
ー

ス
に
よ
っ
て

は
２
つ
の
制

度
を
併
用
す

る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
」
を
単
独

で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
判
断

能
力
の
低
下
に
よ
り
成
年
後
見

制
度
の
利
用
が
必
要
な
方
が
多

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
成
年
後
見
人
に
つ
い

て
は
、
現
在
は
親
族
や
専
門
職

の
第
三
者
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
専

門
職
外
の
第
三
者
後
見
人
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
で

暮
ら
す
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
に
代
わ
っ
て
、
財
産
の
管

理
や
法
的
な
手
続
き
、
身
上
監

護
を
行
う
「
市
民
後
見
人
」
を

養
成
す
る
講
座
を
平
成
27
年
よ

り
市
の
委
託
を
受
け
、
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
判
断
能
力
が
低
下
し
て
も

地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い

く
た
め
に
は
、
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
か
ら
成
年
後
見
制
度

へ
途
切
れ
る
こ
と
な
く
支
援
し

て
い
く
こ
と
や
低
所
得
で
身
寄

り
の
な
い
方
に
対
す
る
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
、
平
成
29

年
１
月
か
ら
野
田
市
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
法

人
後
見
を
開
始
す
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
市
内
在
住
で
、

左
記
の
要
件
の
い
ず
れ
か
一
つ

に
該
当
す
る
方
と
し
て
い
ま

す
。

〔
対
象
と
な
る
方
〕

①
市
長
申
立
を
す
る
方
で
他
に

適
切
な
後
見
人
等
が
得
ら
れ
な

い
方

②
十
分
な
資
力
が
な
い
等
の
理

由
で
他
に
適
切
な
後
見
人
等
が

得
ら
れ
な
い
方

③
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

利
用
者
で
他
に
適
切
な
後
見
人

等
が
得
ら
れ
な
い
方

₂₉
年
１
月
か
ら
法
人
後
見
事
業
を
開
始
し
ま
す

誰
も
が
、
自
分
ら
し
く
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

暮
ら
し
の
安
心
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
２
つ
の
制
度

「
成
年
後
見
制
度
」と「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」

関心の高い市民後見人養成講座

法人後見とは
　法人後見とは、社会
福祉協議会などの法人
が成年後見人等になり、
組織として後見活動を
行うことをいいます。後
見活動の内容は親族や
専門家が個人で行う場
合と同じです。

日常生活自立支援事業 成年後見制度

内　容 日常的な生活援助の範囲内での支援 財産管理や身上監護に関する契
約等の法律行為と身上監護

具体例

・ 福祉サービス利用の申し込み、契
約手続きの援助など
・日常生活に必要なお金の出し入れ
など

・ 施設への入退所契約、入院契約
など

・ 不動産の売却や遺産分割、消費
者被害の取消など

〔
問
合
せ
〕

野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
１
２
４
―

３
９
３
９
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戦
後
の
荒
廃
が
残
る
昭
和
22
年
に
始

ま
っ
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
み
な
さ

ま
に
支
え
ら
れ
、
今
年
70
回
目
の
運
動
を

迎
え
ま
す
。

　
「
共
同
募
金
」
は
、
民
間
社
会
福
祉
の
資

金
と
し
て
、
約
30
％
が
県
内
の
民
間
社
会

福
祉
施
設
整
備
等
に
、
約
70
％
が
野
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分
さ
れ
、
地
区
社

協
活
動
や
福
祉
団
体
の
育
成
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
へ
の
支
援
な
ど
、
地
域
の
福

祉
活
動
を
幅
広
く
支
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
の

備
え
と
し
て
募
金
の
３
％
以
内
を
「
災
害

等
準
備
金
」
と
し
て
積
み
立
て
て
お
り
、こ

の
積
み
立
て
は
、
大
規
模
災
害
が
起
こ
っ

た
際
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
ィ
ア
活
動
支
援
な

ど
、
被
災
地
を
応
援
す
る
た
め
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
市
民
自
ら
の

行
動
を
応
援
す
る
、「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く

す
る
し
く
み
」
で
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

12
月
の
１
ヶ
月
間
は
、「
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
共
同
募
金
運
動
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
新
た
な
年
を

迎
え
る
時
期
に
、
援
助
や
支
援
を
必
要
な

方
が
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、「
歳
末
見
舞

金
」
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
へ

の
「
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
」
等
の
事
業

費
と
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
歳
末
募
金
を
活

用
し
、75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、要

介
護
度
３
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
「
エ

ア
コ
ン
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

を
新
規
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
各
地

で
、
街
頭
募

金
活
動
も
行

わ
れ
ま
す
の

で
、
み
な
さ

ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
、
地
域
の
み
な
さ
ま
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
福
祉
関
係
者
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

共
に
考
え
実
行
し
て
い
く
民
間
の
福
祉
団

体
で
す
。

　

野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
区

社
協
を
核
と
し
た
地
域
で
の
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
支
援
な
ど
、
様
々
な

地
域
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
み

な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
会
費
は
、
地
域

福
祉
活
動
を
推
進
す
る
上
で
、
貴
重
な
財

源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
費
の
一
部
は
、
地
区
社
協
の

活
動
費
と
し
て
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
還
元
方
法
〕

　

具
体
的
な
還
元
方
法
は
、
一
般
会
費
納

入
額
の
う
ち
、
市
社
協
納
入
額
300
円
を
超

え
た
額
と
特
別
会
員
納
入
額
の
40
％
を
地

区
社
協
に
還
元
し
ま
す
。

　

一
般
会
費
は
、
１
世
帯
あ
た
り
500
円
以

上
（
年
額
）、
特
別
会
費
は
１
世
帯
千
円
以

上
で
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

配分

み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
”赤
い
羽
根
“は
₇₀
年

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
地
域
の
福
祉
活
動
を
支
え
て
い
ま
す

〜
会
費
の
一
部
は
地
区
社
協
に
還
元
し
活
動
費
へ
〜

あ
な
た
の
会
費
で
地
域
福
祉
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

12
月
か
ら
は
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す

募金
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野
田
市
出
身
の
落
語
家
・
鈴
々
舎
馬
風

師
匠
と
馬
風
一
門
に
よ
る
「
寄
席
鑑
賞
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
と
し
て
活

躍
中
の
林
家
ペ
ー
さ
ん
そ
し
て
馬
風
師
匠

の
明
る
く
豪
快
な
落
語
が
ラ
イ
ブ
が
ご
覧

い
た
だ
け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

寄
席
鑑
賞
会
は
、
ど
な
た
様
も
入
場
無

料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
民
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
ま
つ

り
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
平
成
28
年
11
月
19
日
（
土
）

　
　
　

 

13
時
30
分
開
演

〔
場
所
〕
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
欲
し
い

人
（
利
用
会
員
）
と
し
た
い
人
（
提
供
会

員
）、
両
方
を
兼
ね
る
人
（
両
方
会
員
）

と
の
会
員
組
織
に
よ
る
地
域
の
相
互
援
助

活
動
で
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
は
、
増
え
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の
力

で
支
援
す
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
」
を
支
え
て
い
た
だ
け
る
提
供

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
支
援
内
容
の

多
く
は
、
保
育
所
等
の
送
迎
や
預
か
り
と

い
っ
た
、
短
時
間
の
活
動
で
す
。

　

で
き
る
時
に
、
で
き
る
範
囲
で
、
子
育

て
の
お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
問
合
せ
〕

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
２
６
―

５
０
５
０

　
「
互
い
に
声
か
け
・

　
　

さ
さ
え
合
う
地
域
づ
く
り
へ
」

　

西
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　

会　

長　

東
山　

忠
義

　

私
た
ち
西
部
地
区
社
協
は
、　

〝
で
あ
い
〞〝
ふ
れ
あ
い
〞〝
さ
さ
え

あ
い
〞
を
基
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
サ
ロ
ン
を
メ
イ
ン
に
地

区
社
協
ま
つ
り
、
自
治
会
連
合
会

と
共
催
の
運
動
会
な
ど
、
世
代
を

超
え
た
幅
広
い
交
流
の
場
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
地
区
社
協
ま
つ
り
は
、
園

児
、
児
童
・
生
徒
や
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
方
た
ち
の
団
体

に
も
呼
び
か
け
、
み
ん
な
で
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
す
。

　

ま
た
、
視
覚
障
が
い
者
の
方
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
点
訳

の
会
」
を

通
し
て
、

生
活
情
報

の
提
供
を

し
て
い
ま

す
。

　

地
域
の

住
民
の
み

な
さ
ん
が
、

手
を
と
り

支
え
あ
う

「
あ
っ
た
か

い
地
域
づ

く
り
」
を

目
指
し
て

い
ま
す
。

　

結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
方
を
対
象

に
、
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
る
「
金
婚

記
念
撮
影
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
11
月
8
日
（
火
）

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
招
待
状

を
発
送
い
た
し
ま
す
。

〔
対
象
と
な
る
方
〕

　

原
則
と
し
て
、
昭
和
41
年
に
婚
姻
さ
れ

た
ご
夫
婦

〔
日
時
〕
平
成
28
年
11
月
19
日
（
土
）

〔
場
所
〕
総
合
福
祉
会
館
第
一
会
議
室

　
　
　

 （
鶴
奉
５
―

１
）

〔
問
合
せ
〕
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

 

☎
７
１
２
４
―

３
９
３
９

※
撮
影
日
以
外
の
撮
影
や
自
宅
に
出
向
い

て
の
撮
影
は
行
い
ま
せ
ん
。

今
年
の
寄
席
観
賞
会
は
豪
華
共
演

鈴
々
舎
馬
風
と
林
家
ペ
ー
来
た
る

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
募
集

金
婚
の
思
い
出
を
記
念
写
真
に

金
婚
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
！

わたしのまちの地区社協②　～西部地区社協～

入
場
無
料

岩木小での車いす目かくし体験

地域ぐるみで子育て支援

馬風師匠の豪快な落語は必見！

多方面に活躍の
林家ペーさん
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　きらっと　　 ボランティア　きらっと　　 ボランティア

　

11
月
19
日
（
土
）
に
第
15
回
市
民
ふ
れ

あ
い
ハ
ー
ト
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

15
回
目
を
迎
え
る
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
様
々
な
市
民
活

動
団
体
が
、
活
動
紹
介
や
発
表
、
実
演
、
体

験
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　

中
央
公
民
館
前
の
時
計
の
広
場
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
発
表
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

好
評
の
模
擬
店
も
多
数
出
店
し
ま
す
。

　

文
化
会
館
ロ
ビ
ー
で
は
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
同
時
開
催
さ

れ
、
恒
例
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
景
品
あ

り
）
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
19
日
か
ら
21
日
午
前
11
時
ま
で
の

3
日
間
、
中
央
公
民
館
講
堂
で
、
市
内
小

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ポ
ス
タ
ー
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

ご
家
族
揃
っ
て
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

野
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
野
田
市
在
住
・
在

学
中
の
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
を
対
象

と
し
た「
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」を

実
施
し
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
す
る
理
解
や
福
祉
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
福
祉
施
設
の
ご
協
力
の
も
と
、

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
・
生
け
花
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

大
塚
正し
ょ
う
ぞ
う三
さ
ん
（
宮
崎
在
住
）
は
、

今
年
90
歳
の
市
内
最
年
長
の
個
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

こ
の
日
は
、太
子
堂
地
区
社
協
の「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

特
技
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
腕
は
、
プ
ロ
も

顔
負
け
。
巧
み
な
マ
ジ
ッ
ク
と
軽
快
な

ト
ー
ク
で
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
と
、
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
で
、
や
っ

た
ら
や
め
ら
れ
ま
せ

ん
。」と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
熱
い
気

持
ち
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

「みて、体験して、遊んで」体験型イベント

●活動内容　ボランティアグループ等の活動紹介
● 実演・体験　クラフト、おもちゃ病院、昔あそび体験、

要約筆記、バルーンアート等
● 発表　よさこいソーラン、沖縄エイサー、えだまめ体操、

ハワイアンフラダンス、ハーモニカ演奏、合唱等
●販売　クッキー、花鉢、蕎麦、りんご、お菓子、
　焼きそば、とん汁、飲み物、縫製品、雑貨等
　※当日、変更になる場合があります。

楽しいイベント盛りだくさん！ぜひご来場ください。
「市民ふれあいハートまつり」

〔
場　

所
〕
中
央
公
民
館

　
　
　
　

 

中
央
公
民
館
前
の
時
計
の
広
場

〔
主　

催
〕
市
民
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト

　
　
　
　

 

ま
つ
り
実
行
委
員
会

〔
問
合
せ
〕
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

 

☎
７
１
２
４
―

３
９
３
９

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

12
年
５
月
25
日
か
ら
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通

信
」
を
年
６
回
奇
数
月
に
発
行
し
、
身
近

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
等
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
が
、
11
月
15
日
発
行
号
で
、
創
刊

100
号
を
迎
え
ま
す
。

　

市
役
所
、
小
中
学
校
、
高
校
、
駅
、
公

民
館
、
図
書
館
、
郵
便
局
な
ど
に
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

  
市
民
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ト
ま
つ
り
を
開
催

　
　
₁₁
月
₁₉
日
は
、
家
族
み
ん
な
で
中
央
公
民
館
へ
　
　
　
　
　
　

秋
の
じ
ょ
い
ん
と

知
的
障
が
い
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

　
　
　
　
　
　
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

〔
日　

時
〕

 

₁₁
月
₂₇
日
（
日
）
₁₃
時
₃₀
分
〜

₁₆
時

〔
場　
所
〕

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

※
動
き
や
す
い
服
装
で
上
履
き
持
参

〔
内　
容
〕

　

体
育
館
で
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
「
じ
ょ
い
ん
と
」
は
「
野
田
市
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
と
共
催
で
年

に
３
回
実
施
し
て
い
る
知
的
障
が

い
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
で

す
。

〔
問
合
せ
〕

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎ 

７
１
２
４
―

３
９
３
９

ポ
ス
タ
ー
展
も
開
催

屋内外で様々なイベントが展開されます

小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
が

　

 

夏
休
み
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
100
号
を
迎
え
る

公民館でハーモニカ教室
を開き、後輩の育成も
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 ◇福祉車両の貸出 
　「車いすのまま」乗り降りできる車両を貸出して
います。
〔対　象〕高齢者・障がい者（児）及びその家族
〔利用料〕無料（燃料は自己負担）
〔貸出車両〕
①「たんぽぽ号」（軽自動車）
《定員》３名（車いす１台）
②「ゆうあい号」（ワンボックス車）
《定員》５名（車いす２台）
＊運転手は、利用される方で確保してください。

 ◇車いすの貸出 
　市民の方より善意の寄付で寄せられた車いすを貸
出しています。
〔対　象〕 高齢者・障がい者及び一時的なけが等によ

り必要な方
〔利用料〕無料（貸出期間中の故障は自己負担）
〔貸出期間〕原則１ヶ月（更新あり）
　※車いすの在庫については、お問合せください。

　

善
意
の
寄
付
で
寄
せ
ら
れ
た
紙
お
む
つ

等
を
必
要
な
方
や
そ
の
ご
家
族
に
抽
選
で

差
し
上
げ
ま
す
。

　
「
往
復
は
が
き
」
に
①
住
所
②
氏
名
③

電
話
番
号
④
年
齢
⑤
希
望
商
品
（
お
む
つ

又
は
パ
ッ
ド
）
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　

厳
正
な
る
抽
選
の
う
え
、
は
が
き
で
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
必
ず
「
往
復
は

が
き
」
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

サ
イ
ズ
、
種
類
は
ご
希
望
に
添
え
な
い

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
応
募
で
き
る
方
〕

　

市
内
在
住
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

所
へ
直
接
受
け
取
り
が
で
き
る
方

〔
配
布
人
数
〕

　

お
む
つ
3
名　

パ
ッ
ド
13
名

〔
応
募
先
〕

　

〒
278
‐
０
０
０
３

　

野
田
市
鶴
奉
5
―

1

　

野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

〔
応
募
締
切
〕

　

平
成
28
年
11
月
18
日
（
金
）

　

平
成
28
年
4
月
14
日
の
熊
本
県
熊
本
地

方
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
県
内
各
地

に
お
い
て
人
的
被
害
を
は
じ
め
、
家
屋
の

倒
壊
等
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
千
葉

県
共
同
募
金
会
の
窓
口
と
し
て
、
4
月
18

日
か
ら
受
付
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
、

88
万
８
千
359
円
（
平
成
28
年
10
月
６
日
現

在
）
の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。
義
援
金
は
、
熊
本
県
共
同
募
金
会
を

通
じ
、
配
分
委
員
会
を
経
て
、
被
災
者
の

方
々
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

受
付
期
間
は
、
29
年
3
月
31
日
ま
で
で

す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

紙
お
む
つ
・
パ
ッ
ド
差
し
上
げ
ま
す

熊
本
地
震
義
援
金
に
ご
協
力
を

〔問合せ〕社会福祉協議会　☎ 7124－3939

義援金にご協力いただきありがとうございます
●南部第二地区社会福祉協議会様　　4,696円
●社協窓口募金　　　　　　　　　　7,511円

おむつの寄付も受付ています

㊧たんぽぽ号・㊨ゆうあい号

在宅介護を支援

貸出案内



　右の２枚の絵の中には、7つ
の間違いがあります。間違いを
見つけた方は、ハガキに①答え、
②住所、③氏名、④年齢、⑤電
話番号、⑥「社福のだ」に関す
る感想をお書きのうえ、ご応募
ください。（11月30日必着）
　正解者の中から抽選で5名様
に粗品をプレゼントします。な
お、いただいた個人情報は、粗
品送付目的以外で使用することはありません。

〔応募先〕〒278-0003　野田市鶴奉5-1　野田市社会福祉協議会

赤い羽根募金 70年記念まちがいさがし

　家族や生活のこと、仕事や学校のこと、どこ
に相談すればよいか分からない悩みや不安をお
持ちの方、気軽にご相談ください。
　経験豊富な民生委員が相談に応じます。

〔日　時〕毎週火曜日・第１金曜日 　13時～ 16時
〔場　所〕総合福祉会館相談室
〔連絡先〕野田市社会福祉協議会　☎7124-3939

1人で悩まずに、心配ごと相談へ

　スマートフォンの普及により、Twitter、
Facebookと い っ た
SNS（ソーシャル・
ネットワーキング・
サービス）が、急速
に広がりをみせてい
ます。
　SNSは、タイムリーな情報を迅速に伝えられ、
災害時などに特に効力を発揮することから、社
会福祉協議会でも、SNSを開設しています。
　ぜひ、ご覧ください。

SNSでタイムリーな情報を発信

　以下の職種の臨時職員を募集しています。
 ①訪問入浴車運転手（オペレーター） 

〔内容〕車両の運転、入浴サービスオペレーター業務
〔時間〕 ８時から18時までの間で６時間程度　　

勤務／月10日勤務
〔時給〕900 円
 ②学童保育所代替指導員 

〔条件〕児童福祉に理解と熱意がある方。
〔就業場所、時間〕市内14学童保育所いずれか。
平日：13時から19時の間、学校休業日：８時から
19時の間

〔時給〕1,090 円
 ③同行援護事業ガイドヘルパー 

〔勤務内容〕視覚障がい者の外出支援
〔応募資格〕 同行援護従業者養成研修一般課程修

了者
〔時給〕1,150 円
 ④育児支援家庭訪問員 

〔条件〕 保育士、助産師、保健師等の有
資格者もしくは子育て経験者。

〔時給〕1,150 円
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
≪応募方法・全職種共通≫

〔雇用期間〕平成29 年3 月31日まで
　　　　　 （年度毎の契約更新の可能性あり）

〔応募方法〕 履歴書（３ヶ月以内の写真添付）の
うえ、社会福祉協議会に提出。

職員募集寄せられた善意
　市民のみなさまから心のこもった温かい寄付
が寄せられました。みなさまのご厚意に厚くお
礼申し上げます。

〔金　品〕
●野田南部中3年A組同窓会様 3,172円
●公 あき子様 10,000円

〔物　品〕
●千葉県退職公務員連盟東葛北支部様
 タオル50枚
●いきいきクラブ北部支部女性委員様
 タオル523枚、他64点
●匿名様
 おむつ142枚、パッド515枚、他89点

〔福祉施設へ指定寄付〕
●㈱日本総合開発様 お菓子27,440円相当
●ジュピター関宿店様 お菓子17,140円相当
 （平成28年10月６日現在）

〔ホームページ〕　http://www.nodasyakyo.or.jp
〔Twitter〕　　　 @nodasyakyo
〔Facebook〕　　 https://www.facebook.com/nodasyakyo

野田市社協 検 索

右左


